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Current research on Analytical Psychology's concepts: 




（2017.11.23 於：芝蘭会館 稲盛ホール） 
 
講   師：Christian Roesler（京都大学大学院教育学研究科客員教授 
/フライブルクカトリック大学教授） 
通訳／解説：河 合 俊 雄（京都大学こころの未来研究センター教授） 
司   会：田 中 康 裕（京都大学大学院教育学研究科准教授） 




























第 1部 講演 ユング心理学と今日の科学的知見 
































の著作の中に既に 4 つの元型概念の定義の仕方があるわけです。この 4 つの捉え方は既にもう矛盾して




































のがあって、1960 年代 70 年代には LSD による研究があって、LSD によると似たようなパターンが生







































挙がっている 3 つの文献、オープンアクセスの論文もありますし参照にしてください。 
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した。 
レスラー（河合訳）：確かにそういうズレはあるということです。それから 1 つ挙げられたのは、ドイ
ツのウルム大学で、ある 400 セッションぐらいの精神分析の治療の有名な事例があるそうなので
すけれども、それで分析家はフロイディアンなので、そこでフロイディアンの分析家がピックア
ップしているものと、自分がフォーカスしているものというのはかなり違う。だから、夢などは
特に異なってしまう。それから、自分から見るとフォーカスの仕方は、フロイディアンは性的な
ものにバイアスされているように思う。たとえば、クライエントは女性なのですが、狭い穴を通
るというところを、分析家は性的な意味に理解しているのだけれども、自分はユング派として、
イニシエーションの夢として向こう側に抜けていくというものとして見ることができるので、そ
ういうふうにかなりズレは起こることがある。ただし、この研究モデルだと、相当に詳しいレポ
ートを出してもらっている、1セッションごとに出してもらっているみたいなので、どうやって評
定するのだろうと思いますが、なかなか大変だと思いますが、そういう意味で、情報が落ちると
いうことはあまりないのではないかということです。 
質問者 3：共時性について少しお伺いしたいのですが、単に、いわゆる予知夢なのか、それともそのよ
うな状況になった時に、無意識のうちにその夢で見たような状況を作り上げているのか、どのよ
うにお考えになっていらっしゃいますでしょうか。 
河合：それはほんというと、共時性の中のある狭いものだけの話なので、まあともかく聞いてみますね。 
レスラー（河合訳）：共時性ってそういう意味では、研究デザインはなかなか乗せることができない。
どうしてかというと、共時性はある意味ですべて解釈なのだ、つまり、あることが起こる、その
ときに自分の心の内とか夢の中で何かが起こる、「あ、これは共時性だ」というと、それは解釈で
ある。だから、それを証明することはできないもので、そういう意味ではすべて解釈という次元
にとどまるものということです。 
質問者 4：素朴な、制度的な質問をさせていただきたいのですけれども、実際に問題になったことなの
ですが、精神分析を中心にセラピーをしている人が、箱庭療法や夢分析をセラピーの中で用いた
場合に、何かとても大変な問題が起こるのでしょうか？  
レスラー（河合訳）：自分も訓練しているときによく言っているのですが、ある方法を用いるときに、
なぜその方法を用いるのか、理論的な枠組みというのは常に意識しておく必要があるだろうとい
うことで、まずくなる場合というのは、折衷的に何らかの方法をやるのだけど、その背景となる
理論的枠組みが欠けている場合は、方法が害になるときがあるのではないかということです。 
田中：時間になりましたので、残念ですが、この辺で会を閉じたいと思います。レスラー先生、河合先
生、どうもありがとうございました。（拍手） 
